
バス路線に関するアンケート
令和６年５月から６月にかけて、 ちゅうバ

ス路線がない府中市北部地域にお住まい

の方を対象にアンケートを実施しました。

おかげさまで、 自治会、 コミュニティ協議会、

地域包括支援センター、 ささえあい協議会、

民生委員の方々などを通じ、 ３３９名の方からご回

答いただきました。 ご協力いただいた皆さまに心より

感謝申し上げます。

このアンケートは、 府中市においてもドライバー不足など

の理由によりバス路線の維持が困難になりつつあること

から、 交通分野の学識経験者や鉄道・バス・タクシー

事業者、 また利用者代表として高齢者や障がい者など

で構成する、 府中市地域公共交通協議会

を発足させ、 現在ちゅうバスや民間バ

ス路線も含めた市内バス路線再

編の検討が進められていま

す。 昨年３月にその叩き台が

示され、 その後、 地域住民の

声をできるだけ反映させるため、 ４月に

市内１１か所の文化センターで市民を対象に行わ

れたバス路線の再編に関する地域意見交換会のほか、

５月には市民アンケートも実施されました。

新町文化センター圏域は駅がないことや、 南北を走る民

間バス路線が充実しているため、 ちゅうバス路線がない

という特徴があります。 こうしたことから 「東西を走る路

線が必要」 という声も根強くあり、今回のバス路線再編

の動きに合わせて、 住民ニーズを確認するため、 この地

域で活動する超党派の議員の有志として、 新町文化セ

ンター圏域および幸町・晴見町の一部も含めた市の北

部地域を対象に独自の調査を実施致しました。

今回のレポートは、 その調査結果とそこから見えてきた

課題に対して必要と思われる対策をまとめ、今後の府中

市への提案に繋げて行きたいと思っています。
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バス路線に関するアンケート
ご協力ありがとうございました☆ 集計結果をお知らせします



【Ｑ１】 地域内に住む高齢者を中心に募り、 ６５歳以

上が全回答者の７８％。

【Ｑ２】 地域で活動するアクティブな人は比較的女

性が多く、 ６割が女性。

【Ｑ３】 歩行に困難がある方は全体の１７.７％で、その

内の８割以上が後期高齢者であった。

【Ｑ４】 回答者の居住地域は新町文化センター圏域

内が多く、 新町が特に多くなっているものの、 各町

一定の人数から回答が得られている。

【Ｑ５】 日常の移動方法は、 自力で移動できる自転

車と徒歩に続き、 バス利用が続いた。

【Ｑ７】 ふだんよく使うバス停は半分が府中駅を利用

していて、 目的地や移動のハブ拠点となっている。

【Ｑ８】 利用時間は、 午前中に出かけ、 帰宅は分散

の傾向。 朝晩は少ない。

【Ｑ９】 多摩総合医療センターへ直接行けるバス路

線があった場合の利用頻度は、 年１回でも利用する

人は半数で、 週に１回以上日常的に利用したい人は

４人であった。

【Ｑ１０】 バスで行けたら良いと思う行先への回答は

分散したが、その中で多かったのは府中基地跡地

周辺施設（赤字）で合計４４人であった。

バス路線に関するアンケート結果 （令和６年５月〜６月実施／回答者数 ： ３３９人）

未回答

８５歳以上

８０-８４歳

７５-７９歳

７０-７４歳

６５-６９歳

６０-６４歳

５９歳以下

男性

１３２人
（３８.９％）

未回答 ６人（１.８％）
Q1回答者の年齢

Q3歩行に困難がある ・ ない Q10バスで行けたら良いと思う行先

市民聖苑

北府中駅

生涯学習センター

府中の森芸術劇場

府中市美術館

新町文化センター

１５人

１４人

１１人

１０人

８人

７人

Q4回答者の居住地域
　　　　 （対象エリア内町別）

Q5日常の移動方法 （複数回答可）

歩行に困難が 「ある」 と答えた人の年齢

Q2回答者の性別 Q7 ふだんよく使うバス路線 ・バス停は？

女性

２０１人
（５９.３％）

７３人

（２１.５％）

３６人

（１０.６％）

３５人

（１０.３％）５５人

（１６.２％）

４３人

（１２.７％）

６３人

（１８.６％）

３３人

（９.７％）

ない

２４９人
（７３.５％）

ある

６０人
（１７.７％）

未回答

３０人
（８.８％）

８０〜８４歳

２４人
（４０％）

８５歳〜

１７人
（２８％） ７５〜７９歳

９人 （１５％）

７０〜７４歳

７人
（１２％）

晴見町
２３人浅間町

５１人

天神町
３６人

新町
１１４人

徒歩

自転車

バイク

自家用車

タクシー

バス

電車

未回答

２０４

２１３

１３

１０１

３３

１８９

８９

５

幸町
５６人

栄町
５９人

Q9 多摩総合医療センターへ

　　　  直接行けるバス路線があったら、

　　　  どのくらい利用しますか？
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※多摩総合医療センター以外で回答が多かった場所

※東西を走る路線に関わると思われる場所



調査まとめ

今後の市の動向

◎移動手段の選択肢が少ない高齢者などにとってバスの存在は大きい。

◎南北のバス路線が充実し、 府中駅また中央線沿線駅への移動が多い。

◎現在、 東西の路線は皆無に等しいが、 データ上は強いニーズが見られない。

◎多摩総合医療センター行きへの利用頻度は思ったほど頻繁ではない。

◎希望する行先が分散する中、 府中基地跡地周辺施設への要望は比較的多い。

◎高齢者はシルバーパスを使えているからか、 ちゅうバス料金との比較を指摘

する意見はほとんど見られない。

◎令和５年度から１１年度までの府中市地域公共交通計画に基づき、

　 ちゅうバスを含む市内のバス路線の再編や代替交通手段など現在検討中

◎府中基地跡地留保地への市総合体育館移転と生涯学習センター （体育機能）

　 の併合などの検討 （〜令和１５年度）

◎中央文化センター / 保健センター敷地内の公共施設再編における

　 生涯学習センター （文化機能） 移転の検討 （〜令和１４年度）

将来への取り組み
府中基地跡地留保地の市総合体育館整備にあたり、 市民や来訪者の動線に

大きな変化が見られる場合、 さらなるバス路線の再編が必要になる可能性も。

◎北部地域の市民が他地域と比較して不公平とならないよう継続した取り組み

◎自動運転技術や代替移動手段の導入も含めた先進的な公共交通の調査研究

地域で活動する府中市議会議員 （あいうえお順）： からさわ地平 坂本けんいち 杉村康之 そなえ邦彦 西村りく

本件に対するお問い合わせ先 ： 上記の各市議会議員もしくは西村りく 070-5554-0060 まで
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